
第２回 総合福祉計画策定委員会 高齢者福祉部会 会議録 

 

令和５年８月１０日（木）13：30～15:15 

箕輪町役場 2 階 202 会議室 

１ 開会 

２ 課長あいさつ 

３ 委員の変更について 

ケアマネージャー連絡会代表：荻原委員→星野委員  

箕輪町社会福祉協議会 地域ふれあいグループ：星野委員→緑川委員 

 

４ 協議事項 

① 今期計画の評価及び課題について（高齢者福祉計画 P40～ 個別シートの評価を実施） 

【１．生きがいづくり・健康づくり・介護予防の推進】 

（委員）社協の事業にも触れさせてほしい。通いの場については、R５年度時点で約４  ０

か所ある。元年度までは増加傾向だった。最近は新規で立ち上がっていない。コロ

ナの中で参加者も 3 分の１になってしまった。R５年度は参加率が７割くらいまで

戻ってきている。社協としても、個の参加をどのように、社会参加の場づくりにな

るのか課題に思っている。 

（委員）健康づくりと社会参加について健康ポイント、R5.4～いきいきポイントが入  り

参加しやすくなった。 

（委員）個の参加について、町としてイメージはあるか 

（事務局）ポイント付与で促していく。文化センターの登録団体の登録が多い。それぞれ定期

的に参加していることについて、町が情報を発信していく。イベントで人を集めよ

うとしても、皆さんの個々の予定があったりするので参加しづらさがある。個々の

都合で出来る、いきいきポイント事業を活用してもらいながら促していく必要があ

ると感じている。 

 

【２．地域全体で高齢者を支える体制の整備】 

（委員）地域内での助け合いについて、北小河内区内で困りごとのアンケートを取った。ゴミ

出し等の支援を希望する人がいるのかなと思っていたら、その家には住んでいない

けど、身内が来てくれるので他所の手を借りなくてもいいという結果だった。 

（委員）買い物や通院はデマンドタクシーを使うことはいいこと。仮に友人等が載せて いっ

たときに何かあったとき、善意で行っていた方が困ってしまうケースがあるかもし

れない。移送支援の保険について検討していくと、気軽に誘ったりボランティアも

声をかけやすいのではないか。検討してほしい。 

（委員）乗せて行ってあげるのはいいけど、万が一の時を考えると心配だったので、車椅子の

ステッカーを貼って車を守るようにして安全運転を心がけて支援していた。その時

に、保証があったらいいなと思った。 

（委員）町が保証をしっかりしてくれると集団の参加もしやすくなる。安心して色んな人が参

加できると思うので検討してほしい。 

（委員）認知症の保険はあるのでぜひ検討願いたい。 



（委員）社協に移送サービスの保証があるが使いづらい。費用が高かったり、保障内容が少な

かったりする。長野市は各１台地区にあり行政が保険加入して各地区で移送サービ

スの支援を行っている。 

（委員）営業妨害とタクシー会社から言われることもあるので難しい問題 

（事務局）箕輪町は資源が沢山あり、デマンドタクシーを実施後に、更に不足する地域の足の

需要やその中身がどのくらいあるのか見通しがつかない。宿題にさせてほしい。 

（委員）訪問 D サービス開始とは具体的にどういうことか 

（事務局）総合事業のサービスで自宅から移送先の支援が必要となる方（総合事業、要支援１，

２の方）が対象になる。現在、ふれあいの里が行ってくれる。何かあったときの保

証については、やや弱い。ふれあいの里には、事業所内の保険で対応してもらって

いる。 

（委員）民生委員今年１期目、時間をかけて高齢者訪問をした。それに対して、どうなったか

の返答がない。個人情報の関係もあるので難しいと思うが返答があるとやる気にも

繋がるので、是非お願いしたい。 

（事務局）個人情報であり、専門職による対応の経過や考えについて、個別に答えられないこ 

ともある。ご理解いただきたい。 

 

【３．医療と介護が一体となった在宅サービスの推進】 

【４．認知症の人にやさしい地域づくり】 

【５．家族介護支援】 

【６．介護人材の養成・確保】 

【７．高齢者の住まいの確保】 

【８．安全・安心な暮らしの確保 ①～③】 

（委員）特殊詐欺の機器はいくらくらいするのか。社協から交付金（１００万円）を貰ったの

で、地区社協で補助がでれば利用率が増えるのではないか。 

（事務局）生活環境課に確認したところ２万円半ば～４万円の申請が多いと返答があった。 

（委員）市民後見人養成講座の年齢制限は？ 

（事務局）満２５歳以上７０歳未満です 

 

【８．安全・安心な暮らしの確保④～】 

（委員）要介護認定に時間がかかっており、課題としているのは言われるとおり。暫定でサー

ビス利用はスタートしている中で、認定（介護度）が出る日が遅くなると請求が増

え、家族や本人の負担が大きい。 

（事務局）調査は行えても、審査会で出せる件数が限られている。ご理解ご協力お願いします。 

（委員）住宅改修について、壁に手すりを付けるとした場合、家族で出来る人がいれば 

自前でやって貰った方が負担は少ないのでは？ 

（事務局）家族でも取り付けは良いが、材料費のみの補助しかでない。安全面で業者に依頼す

ることを勧めている。家族が行う場合もあり条件を提示して設置してもらっている。 

 

５ その他 

６ 閉会 


